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3 ）上記 2）の原稿全てを Word ファイルとして保存し
た USB も 1 本同封する．






























4 ）図，表および写真は，図 1，表 1，写真 1 等の通し




















































この規定は，平成 18 年 10 月 25 日から施行する．
この規定の改正は，平成 21 年 1 月 28 日から施行する．
この規定の改正は，平成 23 年 3 月 1 日から施行する．
この規定の改正は，平成 24 年 4 月 1 日から施行する．
この規定の改正は，平成 26 年 4 月 1 日から施行する．









合計 3 部（正本 1 部，副本 2 部）を準備している．
□　 6 ．上記 5 の原稿全てを Word ファイルで保存した USB を準備している．
□　 7 ．和文原稿は，A4 版横書き，1 ページ 40 字× 40 行，12 枚以内（図表を含む）である．
□　 8 ．和文原稿の本文は，ひらがな・現代仮名遣いで，外国語を仮名書きする場合は，カタカナと
し，数字は算用数字を使用している．
















□　18．和文抄録は，400 字程度とし，用紙 1 枚に表題，キーワード，本文の順に記載している．







今年度の看護学研究紀要第 12 号は、研究報告 3 編、総説 1 編、資料 1 編、その他 1 編
の 6 編を掲載することができました。
武蔵野大学看護学部は、2016 年に 10 周年を迎え、大学院看護学研究科博士後期課程
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